
変電所

5/5 通行止
9:00~18:00

5/5 通行止
9:00~18:00

五 社

三之宮
1０:20出発

八幡宮

一之宮
四之宮

P

P
P

P

P相模國
総社
六所神社

総社行列
12:50出発

大神輿渡御
11:50出発

各社下山道

5/5 通行止
9:00~18:00

5/5 通行止
9:00~18:00

神揃山
祭場

一之宮    9:30出発
四之宮 10:10出発
八幡宮 10:30出発

国府祭駐車場

国府祭駐車場
国府祭駐車場

国
府
祭
駐
車
場

国
府
祭
駐
車
場

至大磯駅→

至大磯駅→

至二宮駅

→

至  小田原厚木道路
大磯インター

四之宮前鳥神社神輿

県
道 

大
磯
・
伊
勢
原
線

国府支所

国府小学校湘南
大磯病院

●バーミヤン

天の杜

　ヤオマサ●
うどん
AGATA

●UNDER BURGER

●
そ
ば
昭
庵

ビストロ シャルマン●

八
坂
神
社

神官屋敷
〒西大磯郵便局

見合の松

守公神社

おおいそ学園

●
ら
ぁ
麺 

し
お
喜

●
媽
媽
厨
房

平塚学園総合グラウンド

丸源ラーメン大磯● ●一刻家

セブンイレブン

うろんや大磯●

●

HOTEL ROCA Fiesta●

SAKURA珈琲 ●

Dog’n Roll ●

ラピスラズリ

中
丸
公
民
館

大磯プリンス
ホテル入口

中丸

西湘バイパス
大磯西インター

国道１号線

旧吉田茂邸

切り通し

大磯運動公園

大
磯
警
察
署

　
ロ
ー
ソ
ン

大磯ロングビーチ
大磯プリンスホテル

国府新宿

　　●
隠れ居酒屋わにのへそ

セブンイレブン

真勝寺

　　楽市楽座
●（要予約）
●

逢親場
（馬場公園）

湘
南
大
磯
病
院

月京

お
お
い
そ
学
園
入
口

●はお食事処です。

0 200m

ファミリー
マート

●
moto cafe Ours.●

肉汁うどん なぎさ●
袖すり坂 (近道)
　ローソン・スリーエフ

（17:00~）

（ドッグンロール）

かつや大磯店

六所神社社務所
大磯町国府本郷 935
☎(0463)71-3737

二之宮
9:40出発

（座問答）
一之宮 四之宮

力石
餅まき

三之宮
八幡宮二之宮

幕 

舎 二之宮
三之宮

三
之
宮

四之宮
八幡宮

六所神社

逢
親
場
方
面

逢
親
場
方
面

（
馬
場
公
園
）

（
お
お
い
そ
学
園
）

一之宮

一之宮

三
之
宮

二之宮

二之宮

比翼塚

各社下山道

八幡宮
八
幡
宮

四之宮

四
之
宮

神
体
石

吉
沢
方
面

N

一之宮

　

相
模
国
府
祭
は
、神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
国

府
本
郷
に
お
い
て
、
相
模
の
六
社
が
集
う
祭
典

で
、
神
奈
川
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

神
揃
山
で
は
、
相
模
国
の
成
立
に
あ
た
り
論

争
の
模
様
を
儀
式
化
し
た
神
事
で
あ
る
座
問
答

が
行
わ
れ
、
逢
親
場
（
現
在
の
馬
場
公
園
）
で

は
、国
司
祭
や
鷺
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

相
模
国
府
祭
と
は

国府祭全体図

　

逢
親
場
（
現
在
の
馬
場
公
園
）
で
神
対
面
の
神
事
、
国
司
の
奉
幣
が
行
わ
れ
、

総
社
に
各
社
が
御
分
霊
を
納
め
ま
す
。

　

国
の
行
政
と
し
て
の
政
り
が
行
わ
れ
、鷺
の
舞
、浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

国
府
祭
へ
奉
演
さ
れ
る
鷺
の
舞
は
、古
く
は
国
司
や
相
模
の
豪
族
た
ち
を
も
て

な
す
た
め
の
舞
で
、京
都
よ
り
伝
え
ら
れ
、国
府
時
代
の
名
残
が
現
代
ま
で
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鷺
の
舞
は
三
種
の
舞
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
鷺
の
舞
」
が
天
下
泰
平
、

「
龍
の
舞
」が
五
穀
豊
穣
、「
獅
子
の
舞
」が
災
厄
消
除
を
祈
願
す
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
三
之
宮
比
々
多
神
社
の
神
輿
は
、
国
府
祭
神
揃
山
へ
の
道
中

は
畑
や
田
ん
ぼ
の
中
も
構
わ
ず
直
進
し
ま
し
た
。神
輿
行
列
に
よ
り
踏

ま
れ
た
畑
・
水
田
は
実
り
が
良
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
化
の
改
新
以
前
、
今
の
大
磯
町
よ
り
東
に
「
相
武

（
さ
が
む
）」、
西
に
「
磯
長
（
し
な
が
）」
と
い
う
国
が
有

り
、
そ
の
二
つ
の
国
を
合
併
し
て
相
模
国
が
成
立
し
ま
し

た
。相
武
の
国
の
最
も
大
き
な
神
社
が
寒
川
神
社
、磯
長

の
国
の
最
も
大
き
な
神
社
が
川
勾
神
社
で
あ
っ
た
事
か

ら
、
両
国
の
合
併
に
あ
た
り
、
ど
ち
ら
が
一
番
大
き
な
神

社
で
あ
る
か
論
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
論
争
の
模
様
が
儀
式
化
さ
れ
神
事
と
な
っ
て
伝

わ
っ
た
の
が
座
問
答
で
す
。

　

座
問
答
で
は
、
虎
の
皮
を
使
い
神
事
を
進
め
ま
す
。虎
の
皮
を
上
位
に
進
め
る
事
は
当
神

社
が
相
模
の一
宮
で
あ
る
こ
と
を
無
言
で
表
し
て
お
り
、
又
、
次
に
進
め
る
事
は
い
や
い

や
う
ち
こ
そ
が
、
そ
れ
を
三
回
繰
り
返
す
長
い
長
い
論
争
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
仲
裁
と
し
て
、比
々
多
神
社
の
宮
司
が「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」と
い
う
言
葉
で
解

決
さ
れ
ま
す
が
、い
ず
れ
明
年
が
1
0
0
0
年
以
上
続
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
勝
・
負
の
な
い
神
様
ら
し
い
円
満
解
決
の
模
様
で
す
。

平塚八幡宮神輿

餅まき

神
揃
山
々
頂
図

か
み
そ
ろ
い
や
ま

三之宮比々多神社の暴れ神輿

七度半の迎神の儀

神
対
面
・
国
司
奉
幣
と
鷺
の
舞

三
之
宮
比
々
多
神
社
の
暴
れ
神
輿

　

五
社
の
神
輿
が
神
揃
山
に
到
着
す
る
と
各

社
定
め
ら
れ
た
道
よ
り
一
之
宮
か
ら
順
番
に
入

山
し
ま
す
。

　

無
事
な
着
御
の
奉
告
と
国
家
安
泰
・
五
穀

豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。

神
揃
山
祭

　

神
揃
山
の
祭
場
に
は
力
石
と
い
わ
れ
る
石
が

あ
り
、
三
之
宮
比
々
多
神
社
の
青
年
た
ち
が
粽

（
ち
ま
き
）俵（
だ
わ
ら
）を「
ヨ
イ
シ
ョ
ウ
」の
掛

け
声
と
と
も
に
、
高
く
放
り
上
げ
、
数
回
で
そ

の
石
の
上
に
落
ち
た
俵
が
壊
れ
か
か
る
と
一
斉
に

群
が
り
、
中
の
餅
を
奪
い
合
い
な
が
ら
も
、
所
か

ま
わ
ず
四
方
八
方
へ
播
き
散
ら
し
ま
す
。

餅
ま
き
（
ち
ま
き
）

国
府
祭
の
石
碑

逢親場

神揃山

神揃山

神揃山

逢親場

さ
が
み
こ
う
の
ま
ち

お
お
や
ば

　
「
ち
ま
き
」と
は
こ
の
動
態
か

ら
起
こ
っ
た
呼
び
名
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
御
神
霊（
み
た
ま
）授
か

り
、福
分
け
の
餅
を
拾
っ
て
御
供

（
ご
っ
く
）と
し
、家
族
で
い
た
だ

き
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

座
問
答
（
ざ
も
ん
ど
う
）

鷺の舞

総社大神輿宮立総社大神輿宮立

国司


